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10
月
11
日
（
日
）
早
朝
よ
り
、

日
奈
久
小
・
中
学
校
の
合
同
資
源

回
収
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
日
奈
久
小
学
校
の
前
庭

に
は
、
小
・
中
学
校
の
先
生
方
、

保
護
者
約
40
名
が
集
ま
り
、
次
々

と
運
び
入
れ
ら
れ
る
新
聞
紙
や
ビ
ー

ル
瓶
、
ア
ル
ミ
缶
を
手
際
よ
く
分

類
し
て
業
者
の
荷
台
に
運
び
ま
し

た
。参

加
し
た
保
護
者
や
先
生
方
か

ら
は
、
「
以
前
に
比
べ
る
と
減
っ

て
き
て
い
る
」
と
の
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
作
業

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
小
の
堤
尚
史
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
は
、
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

が
あ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
資
源
回

収
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
収
益
は

有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
奈
久
中
の
山
下
辰
巳

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
「
毎
年
の
こ
と

な
が
ら
、
早
朝
か
ら
生
徒
、
先
生
、

保
護
者
の
共
同
作
業
が
実
施
出
来

て
い
ま
す
。
学
校
へ
の
支
援
に
な

る
し
、
地
域
の
繋
が
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
、

子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
方
々
と
挨

拶
が
交
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に

繋
が
り
が
で
き
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

日奈久の人口
（９月末現在）

男 1156人

女 1413人

計 2569人

(前月比-３人)

(2009年末3444人)

令和２年１１月号
（第１３５号）

発行者

日奈久住民自治会

3日(火) 文化の日

5日(木)津森小海難の日

11日(水)日赤学習会

15日(日)温泉神社例大祭

23日(月) 勤労感謝の日

11月の行事から

10
月
16
日(

金)

開
催
の
運
営
委
員

会
か
ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い

主
な
事
項
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
福
祉
健
康
人
権
部
会

・
敬
老
会
で
は
、
施
設
や
各
家
庭
に
お

祝
い
の
品
を
無
事
に
届
け
る
こ
と
が
で

き
た
。

○
旅
館
組
合

・
「
晩
白
柚
オ
ー
ナ
ー
制
度
」
は
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
体
験
活
動
も
で
き
ず
、

終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
12
月
初
め

の
収
穫
祭
も
集
合
し
な
い
こ
と
に
な
っ

た
。
オ
ー
ナ
ー
の
方
に
は
、
実
っ
た
晩

白
柚
と
旅
館
組
合
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
届
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

○
事
務
局

・
令
和
２
年
度
環
境
美
化
推
進
善
行
者

表
彰
に
塩
北
町
の
東
正
孝
氏
が
選
定
さ

れ
た
。

・
「
火
流
の
彩
」
の
中
止
を
関
係
団
体

に
諮
問
す
る
予
定
。

今
年
で
71
年
目
を
迎
え
る
11
月
５
日
の
遭
難
の
日
を
前

に
、
日
奈
久
住
民
自
治
会
生
活
環
境
部
会
で
は
、
津
森
小

遭
難
の
碑
公
園
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
関
係
で
三
密
を
防
ぐ
た
め
に
、
今
年
は
部
会
で

対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
早
朝
７
時
前
に
は
部
員
の
他
に
、
市
政
協
力

員
や
住
民
自
治
会
の
役
員
等
約
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
約

１
時
間
半
の
作
業
で
、
す
っ
か
り
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

中
に
は
、
津
森
小
遭
難
の
記
録
を
さ
れ
、
津
森
と
深
く
関

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
金
井
昌
康
氏
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
が
終
わ
り
、

部
会
長
の
泉
博
之
さ

ん
は
、
「
部
会
以
外

に
も
た
く
さ
ん
参
加

い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
日
奈
久
の

皆
様
の
津
森
小
遭
難

へ
の
思
い
の
強
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
お
疲

れ
様
で
し
た
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま

し
た
。

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園
除
草

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
日
奈
久
へ
の
観
光
客
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
日
奈
久
を
元

気
づ
け
よ
う
と
、
湯
の
里
日
奈
久
振

興
会
が
、
日
奈
久
の
特
産
品
を
セ
ッ

ト
「
日
奈
久
温
泉
ふ
る
さ
と
セ
ッ
ト
」

を
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
１
弾
は
、
10
月
10
日
か
ら
10
月

30
日
ま
で
が
申
込
期
間
で
す
。
発
送

は
11
月
10
日
の
予
定
で
す
。

セ
ッ
ト
は
、
日
奈
久
温
泉
ま
る
ご

と
セ
ッ
ト
４
０
０
０
円
、
日
奈
久
特

産
品
セ
ッ
ト
①
３
０
０
０
円
、
セ
ッ

ト
②
３
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
各
セ
ッ
ト
50
個
限
定
。
送
料
無
料
）

詳
し
く
は
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
や
日

奈
久
コ
ミ
セ
ン
な
ど
に
あ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
２
弾
が
11
月
10
日

か
ら
11
月
30
日
ま
で
の

申
込
み
、
12
月
10
日
発
送
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
（
商
品
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）
お
歳
暮
に
も
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
注
文
は
、
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
話
で
の
注
文
も
受
け
付
け

ま
す
。

◆
電
話
番
号

（
０
９
６
５
）
３
８-

０
２
６
７

日
奈
久
観
光
案
内
所

※
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
７
月
豪
雨

で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
支
援
金
と
し

て
寄
付
さ
れ
ま
す
。
．

日奈久の魅力を発信！
「日奈久温泉ふるさとセット」 販売

今
年
の
日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、
神
事
の

み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
15
日(

木)

の
本
祭
は
、
10
時
か

ら
氏
子
総
代
の
皆
さ
ん
、
請
元
の
塩
北
・

新
開
町
の
代
表
及
び
世
話
人
の
皆
さ
ん
約

25
名
が
参
加
し
、
厳
か
に
神
事
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
神
事
の
中
で
、
12
の
供
え

物
を
神
前
に
供
え
る
「
献
饌(

け
ん
せ
ん
）
」
、

供
え
終
わ
っ
て
下
げ
る
「
撤
饌
（
て
っ
せ

ん
）
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

無
事
に
神
事
が
終
わ
っ
た
後
に
、
み
ず

ほ
保
育
園
の
園
児
が
担
ぐ
神
輿
が
登
場
し
、

祭
り
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

浅
川
美
孝
宮
総
代
会
会
長
は
、
「
せ
っ

か
く
塩
北
・
新
開
町
の
皆
さ
ん
が
張
り
切
っ

て
い
た
だ
い
た
の
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
に
神
事
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
、

と
て
も
残
念
で
す
。
来
年
は
コ
ロ
ナ
も
収

ま
っ
て
く
れ
て
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も

相
撲
や
赤
ち
ゃ
ん
土
俵
入
り
、
秀
岳
館
の

太
鼓
な
ど
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
期
待
を
込
め
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍

厳
か
に
神
事
行
わ
れ
る

日
奈
久
阿
蘇
神
社
秋
季
例
大
祭
開
催
さ
る

い
よ
い
よ
日
奈
久
校
区
全
域
で
、
「
光
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
」
の
整
備
が
で
き
、
光
回
線
を
使
っ
た
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
11
月
27
日
（
金
）
か
ら
で
す
。

（
申
込
み
は
11
月
13
日
以
降
な
ら
い
つ
で
も
で
き
ま

す
）
利
用
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
者
と
の
契
約
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
住
民
へ
の
説
明
会
が
次
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

（
１
回
目
）
11
月
21
日
（
土
）
16
時
〜

（
２
回
目
）
11
月
21
日
（
土
）
19
時
〜

◆
内
容

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
利

用
料
金
等
の
内
容
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
及
び

一
部
の
サ
ー
ビ
ス
業
者
が
説
明
予
定
。
加

入
申
込
み
受
付
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
予
定
。

◆
場
所

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階

※

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
。

日
奈
久
の
「
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
」

整
備
事
業
住
民
説
明
会
を

開
催
予
定

◆
日
時

11
月
11
日
（
水
）
10
時
30
分

◆
場
所

日
奈
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
３
階

◆
内
容

「
日
赤
の
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
」

◆
講
師

八
代
市
社
会
福
祉
協
議
会

山

田

裕

也

氏

【住民自治会関係会議等】
13日(金)市政協力員例会
16日(月)運営委員会
18日(水)広報部会

「
日
赤
学
習
会
」
開
催

神輿を担いできた子ども達

資
源
回
収
へ
の

ご
協
力
に
感
謝

日
奈
久
小
・
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

皆
さ
ん
の
手
際
よ
い
動
き
で
次
々

と
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
14
日
（
水
）
日
奈
久
小
６
年
11
名

と
八
竜
小
５
・
６
年
15
名
が
、
合
同
学
習

で
イ
チ
ゴ
の
苗
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
大
坪
町
で
イ
チ
ゴ
を
栽

培
さ
れ
て
い
る
山
下
辰
巳
さ
ん
ご
夫

妻
で
す
。
山
下
さ
ん
は
、
３
年
ほ
ど

前
か
ら
日
奈
久
中
２
年
生
の
技
術
家

庭
科
で
、
食
育
の
一
環
と
し
て
イ
チ

ゴ
の
苗
植
え
を
実
施
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

今
年
度
は
、
八
竜
小
学
校
の
子
ど

も
達
が
日
奈
久
で
学
習
し
て
い
る
の

で
、
小
学
生
に
も
体
験
さ
せ
て
あ
げ

た
い
と
計
画
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
「
ゆ
う
べ
に
」
と
い
う
品

種
の
苗
を
手
に
、
山
下
さ
ん
が
分
か

り
易
く
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
植
木

鉢
に
土
や
肥
料
を
入
れ
、
大
切
に
苗

を
植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。
山
下
さ

ん
は
、
「
早
い
人
で
は
11
月
下
旬
に
は
実

る
し
、
遅
く
と
も
ク
リ
ス
マ
ス
前
ま
で
に

は
実
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
約
１
ヵ
月
は
、

各
自
ベ
ラ
ン
ダ
の
日
当
た
り
の
良
い
と
こ

ろ
で
育
て
て
も
ら
い
、
そ
の
後
は
預
か
っ

て
ハ
ウ
ス
で
育
て
ま
す
」
と
優
し
く
語

ら
れ
ま
し
た
。

日
奈
久
小
６
年
の
二
上
聖
史
君
は
、

「
う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
イ
チ
ゴ

を
育
て
て
い
る
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
苗

植
え
を
し
て
楽
し
か
っ
た
。
実
る
の
が

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
全
員
を
代
表
し
て
山
下
晴

生
君
が
、
「
僕
た
ち
も
大
切
に
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
礼
の
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

おいしいイチゴが実るのが楽しみです！
日奈久小6年生と八竜小5・6年が合同学習

み
ん
な
上
手
に
植
え
て
記
念
撮
影

７
月
４
日
の
豪
雨
災
害
害
以
来
、
不

通
と
な
っ
て
い
た
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

が
、
11
月
１
日(

日)

か
ら
再
開
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
代
替
バ
ス
で
の
運
行
で
し

た
が
、
こ
れ
で
よ
う
や
く
通
常
の
運
行

と
な
り
、
高
校
生
も
朝
か
ら
ゆ
と
り
が

出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

11
月
１
日
か
ら
再
開

日奈久温泉まるごとセット
￥４，０００円(50個限定)(写真はイメージ)

●ちくわ(とらや) ●ちくわ(片山蒲鉾店)

●ニッケ玉(松永製菓店) ●麦味噌(丸屋商店)

●弁当箱(潮谷広吉商店) ●タオル(シューズホリ)

日奈久特産品セット①
￥３，０００円(50個限定)

●ちくわ(とらや)

●ちぎり天(とらや)

●米味噌(丸屋商店)

●弁当箱(潮谷広吉商店)

日奈久特産品セット②
￥３，０００円(50個限定)

●ちくわ(片山蒲鉾店)

●ちっちゃい天(片山蒲鉾店)

●麦味噌(丸屋商店)

●ニッケ玉(松永製菓店)

●タオル(シューズホリ)
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第
21
回
目
を
迎
え
た
「
九
月
は
日
奈
久

で
山
頭
火
」(

実
行
委
員
長
今
田
徳
次
郎

氏)

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
、
俳
句
募
集
と
絵
手
紙
・
俳
画
募

集
、
お
り
や
公
開
、
句
板
町
中
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
イ
ベ
ン
ト
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

募
集
期
間
を
９
月
末
に
し
て
、
10
月
上
旬

に
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
行
わ
れ
入
賞
者
が
次

の
通
り
に
決
ま
り
ま
し
た
。

◇
俳
句
◇

【
大
賞
】

握
っ
て
も
開
い
て
も
か
ら
っ
ぽ
の

こ
ぶ
し
だ

久
光
良
一(

山
口
県)

―
一
般
の
部
―

【
秀
作
】

生
米
を
一
粒
か
ん
で
終
戦
日

吉
原
利
津
子
（
八
代
市
）

小
春
日
や
終
の
帰
宅
は
パ
ー
マ
し
て

つ
い

内
田
千
恵
子
（
八
代
市
）

寝
こ
ろ
べ
ば
九
月
の
空
を
は
み
だ
す
樹

三
重
野
友
子
（
熊
本
市
）

【
入
選
】

山
下
美
佳
（
八
代
市
）
、
寺
本
こ
う
子

（
熊
本
市
）
、
宮
澄
陸
子
（
美
里
町
）
、

白
木
智
子
（
八
代
市
）
、
吉
﨑
和
郎
（
熊

本
市
）

ー
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
―

【
秀
作
】

貝
が
ら
を
捨
て
ず
す
ご
そ
う
夏
休
み

力
丸
巴
渚
（
玉
名
市
四
年
）

つ
ん
と
し
た
匂
い
と
と
も
に
山
眠
る

竹
中
美
月
（
氷
川
中
三
年
）

辛
い
こ
と
西
瓜
の
種
と
吐
き
出
し
て

工
藤
し
ほ
り
（
尚
絅
高
三
年
）

【
入
選
】

せ
み
の
声
生
き
て
い
た
い
と
訴
え
る

内
田
亜
弥
（
日
奈
久
中
二
年
）

加
藤
壮
流
（
八
代
小
五
年
）
、
古
川
櫻
子

（
八
代
小
五
年
）
、
藤
原
美
月
（
氷
川
中

三
年
）
、
上
村
真
優
（
八
代
農
高
二
年
）

【
選
者
特
選
】

星
永

文
夫
選

秋
風
に
ま
ん
ま
る
い
月
つ
い
て
く
る

長
田

力
（
熊
本
市
）

前
山

光
則
選

木
の
葉
散
る
急
ぎ
の
用
の
あ
る
よ
う
に

宇
野
木
邦
子
（
熊
本
市
）

山
下
し
げ
人
選

砧

打
つ
祖
国
の
闇
の
深
さ
か
な

き
ぬ
た

梶
原
マ
サ
子
（
福
岡
県
）

米
村

恒
憲
選

松
虫
が
私
の
か
わ
り
に
鳴
く
夜
か
な

原
口
優
希
（
尚
絅
高
三
年
）

（
応
募
投
句
数

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
４
２
７

句
、
一
般
の
部
２
０
４
句
）

◇
絵
手
紙
・
俳
画
◇

【
佳
作
】

萱
嶋
義
邦(

八
代
市)

、
山
戸
節
代
（
熊
本

市
）
、
山
口
啓
子(

熊
本
市
）
、
福
嶋
ア

イ
子
（
八
代
市
）
、
大
堂
智
津
代(

鹿
児

島
県)

、
畑
田
生
長
（
美
里
町
）
、
坂
田

靖
子
（
山
都
町
）
、
久
川
照
子
（
合
志
市
）
、

中
村
直
子
（
菊
陽
町
）
、
中
川
福
己
（
玉

名
市
）
、
坂
田
富
士
子
（
八
代
市
）
、
白

石
豊
子
（
八
代
市
）
、
庄
島
キ
ミ
エ
（
八

代
市
）
、
角

義
雄
（
八
代
市
）
、
今
田

豊
子
（
八
代
市
）
、
竹
下
喜
美
子
（
竹
ノ

内
町
）
、
澤
井
希
明
（
奈
良
県
東
斑
鳩
小

２
年
）
、
西
﨑
七
海
（
日
奈
久
中
２
年
）

（
応
募
数

一
般
86

子
ど
も
〈
中
学
生

以
下
〉
35
）

絵
手
紙
・
俳
画
は
、
10
月
17
日
〜
31
日

ま
で
ホ
テ
ル
「
潮
青
閣
」(

全
作
品)

、
11

月
４
日
〜
13
日
ま
で
日
奈
久
郵
便
局(

入

賞
作
品
の
み)

に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

俳
句
は
、
10
月
19
日
か
ら
「
お
り
や
」
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

２

10
月
２
日
（
金
）
坂
本
中
１
年
生
が
総

合
的
な
学
習
の
一
環
で
、
日
奈
久
の
町
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

他
校
区
の
中
学
生
が
感
じ
た
日
奈
久
に
つ

い
て
、
感
想
等
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

１
年
生
10
名
は
、
ま
ず
、
「
お
り
や
」

で
ガ
イ
ド
の
池
田
さ
ん
か
ら
、
山
頭
火
や

日
奈
久
温
泉
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
温
泉
街
を
歩
い
て
山
頭
火
の
俳
句
や

く
ま
モ
ン
を
探
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
生

徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

山
下
煌
心
（
こ
う
し
ん
）
君

私
た
ち
坂
本
中
学
校
１
年
生
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
日
奈
久
の
温
泉
街
を
歩
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
句
が
あ
っ
て
楽
し

か
っ
た
で
す

【
い
つ
も

一
人
で

あ
か
と
ん
ぼ
】

山
頭
火
の
俳
句
の
中
で
私
が
こ
の
俳
句

を
気
に
入
っ
た
の
は
、
い
つ
も
一
人
で
い

て
、
う
つ
む
い
て
い
た
時
に
、
励
ま
す
よ

う
に
し
て
、
あ
か
と
ん
ぼ
が
寄
っ
て
き
た

ん
だ
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
中
学
１
年
生

に
な
っ
て
初
め
て
み
ん
な
で
出
か
け
た
行

事
で
し
た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

災
害
で
気
分
が
落
ち
て
い
た
け
ど
、
案
内

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
池
田
さ
ん
が
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
「
自
信
を
持
っ
て
生
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
心
に
と
め
て

い
き
た
い
で
す
。
自
分
も
何
か
１
番
に
な

れ
る
こ
と
を
探
し
て
み
た
い
で
す
。

山
下
竜
之
介

君

【
石
を
枕
に

雲
の
ゆ
く
へ
を
】

す
ご
く
き
れ
い
な
風
景
が
思
い
浮
か
ん

だ
か
ら
こ
の
俳
句
が
一
番
心
に
残
り
ま
し

た
。
固
い
石
を
枕
の
代
わ
り
に
し
て
、
流

れ
る
雲
の
行
方
を
目
で
追
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
日
奈
久
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
け
ど
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
す
ご
く
よ
い
と
こ
ろ
だ
と
知
れ
た

し
、
足
湯
も
気
持
ち
よ
か
っ
た
で
す
。

（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

◆
日
奈
久
の
町
並
み
や
歩
い
て
の
感
想

①
「
い
い
な
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ

・
い
ろ
い
ろ
な
句
が
町
の
い
た
る
所
に
あ
っ

て
ゲ
ー
ム
み
た
い
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

・
足
湯
に
浸
か
っ
て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
無
料
な
の
が
良
か
っ
た
で
す
。

・
木
造
旅
館
が
た
く
さ
ん
あ
り
い
い
と
思

い
ま
し
た
。
町
が
昔
み
た
い
な
感
じ
で
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
然
が
豊
か
で
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

②
「
困
っ
た
」
こ
と

・
（
時
計
を
持
っ
て
い
な
く
て
）
時
計
が

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
。

・
道
が
狭
か
っ
た
し
、
道
に
迷
い
ま
し
た
。

・
休
憩
す
る
い
す
が
少
な
か
っ
た
こ
と
。

③
「
ま
た
来
た
い
温
泉
街
に
す
る
た
め
の

ア
イ
デ
ィ
ア
」

・
「
隠
れ
く
ま
モ
ン
」
を
た
く
さ
ん
お
い

て
み
た
り
、
く
ま
モ
ン
の
置
物
の
あ
る
と

こ
ろ
に
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
置
い
て
み
た

り
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

・
車
が
た
く
さ
ん
通
る
道
に
、
み
ん
な
が

来
た
い
な
と
思
う
よ
う
な
こ
と
を
看
板
や

旗
に
書
い
て
立
て
て
み
た
ら
い
い
で
す
。

・
お
店
が
増
え
る
と
い
い
で
す
。

・
山
頭
火
の
顔
（
イ
ラ
ス
ト
）
を
増
や
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
り
、Y

o
u
T
u
b
e

で
宣

伝
し
た
り
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

・
日
奈
久
の
文
化
を
教
え
る
お
祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

坂本中の旗を持ち、池田さんの案内で
フィールドワークを実施

日
奈
久
を
探
検

坂
本
中
学
校
１
年

９
月
29
日
に
町
探
検
を
し
た
八
竜
小
の
１
・

２
年
生
も
足
湯
に
浸
か
っ
て
大
喜
び

俳
句
、
絵
手
紙
・
俳
画
の
力
作
そ
ろ
う

第
21
回
「
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

【特選作品】実行委員長賞

(上)渡辺久巳（八代市）

(左)西山 昊（日奈久中２年）

絵手紙・俳画を興味深く鑑賞

【
入
選
作
品
】

日奈久郵便局長賞

齊藤のり子（熊本市）

ＤＭＯやつしろ賞

今福和歌子(八代市）

湯の里日奈久振興会長賞

髙岡洋子(八代市）

日奈久温泉旅館組合長賞

楠岡七海(日奈久中３)

日奈久温泉センター

ばんぺい湯賞

山本梓乃(八代市)
審査員長賞

宮地政弘（奈良県）

（広告欄）


